
ト
ラ
ッ
ク
物
流
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
慢
性
的
な

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
の
状
況
に
改
正
労
働
基
準
法
に
基

づ
く
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の

適
用
猶
予
が
終
了
す
る
こ
と
に
伴
う
「
２
０
２
４
年

問
題
」
が
加
わ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
輸
送
の
効
率

化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、

主
要
拠
点
に
荷
物
を
集
約
し
て
大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
一

挙
に
拠
点
間
を
運
ぶ
幹
線
輸
送
に
お
い
て
期
待
さ
れ

て
い
る
の
が
、
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
、
隊
列
走
行
、

そ
し
て
自
動
運
転
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
技
術
開
発
や
実
証
実
験
の
状
況
、
安
全
性
評
価
に

関
わ
る
国
際
的
な
ル
ー
ル
作
り
な
ど
、
社
会
実
装
に

向
け
た
動
向
を
紹
介
す
る
。

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
と
は
、
1
台
の
大
型
ト
ラ

ッ
ク
に
１
台
の
ト
レ
ー
ラ
ー
を
連
結
し
た
車
両
で
あ

る
。
日
本
で
は
、
２
０
１
９
年
か
ら
高
速
道
路
で
の

連
結
全
長
25
㍍
ま
で
の
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
通

行
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
同
年
３
月

か
ら
、
複
数
の
大
手
運
送
事
業
者
が
全
長
25
㍍
の
ダ

ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
を
使
っ
て
関
東
～
関
西
間
の
共

同
輸
送
を
開
始
し
、
事
業
者
の
壁
を
超
え
た
輸
送
の

効
率
化
に
つ
な
げ
て
い
る
。
２
０
２
３
年
８
月
時
点

で
は
、
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
通
行
が
可
能
な
道

路
は
、
全
国
で
総
延
長
５
１
４
０
㌖
に
ま
で
拡
大
し

て
い
る
。

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
は
、
①
１
台
で
通
常
の
大

型
ト
ラ
ッ
ク
約
２
台
分
の
荷
物
を
輸
送
で
き
る
た
め
、

輸
送
効
率
が
向
上
す
る
、
②
１
台
に
つ
き
ド
ラ
イ
バ

ー
１
人
で
運
行
で
き
る
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

解
消
に
役
立
つ
、
③
荷
物
量
当
た
り
の
燃
料
消
費
量

や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
減
少
す
る
た
め
、
環
境
負
荷
が

低
減
す
る
─
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

た
だ
し
、
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
に
は
、

大
型
自
動
車
免
許
お
よ
び
牽
引
免
許
を
５
年
以
上
保

有
し
た
う
え
で
２
時
間
以
上
の
訓
練
の
受
講
が
必
要

と
な
る
た
め
、
実
際
に
運
転
で
き
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の

数
が
限
ら
れ
る
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
。

大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
隊
列
走
行

大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
隊
列
走
行
と
は
、
先
頭
の
有
人

運
転
車
に
複
数
台
の
有
人
ま
た
は
無
人
の
後
続
車
が

連
な
り
、
走
行
状
況
を
通
信
に
よ
っ
て
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
共
有
し
、
自
動
で
車
間
距
離
を
保
っ
て
走
行
す

る
技
術
で
あ
る
。

無
人
後
続
車
に
よ
る
隊
列
走
行
に
は
、
①
１
回
の

輸
送
で
複
数
台
分
の
荷
物
を
輸
送
で
き
る
た
め
、
輸

送
効
率
が
向
上
す
る
、
②
荷
物
量
当
た
り
の
ド
ラ
イ

バ
ー
数
が
少
な
く
て
済
む
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

の
解
消
に
役
立
つ
、
③
先
頭
車
両
の
走
行
気
流（
ス

リ
ッ
プ
ス
ト
リ
ー
ム
）を
活
か
す
こ
と
で
、
燃
費
が

向
上
し
環
境
負
荷
が
低
減
す
る
、
④
後
続
車
の
追
従

走
行
に
よ
り
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
に
よ
る
事
故
が

減
少
す
る
─
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
る
。

２
０
１
８
年
１
月
、
国
土
交
通
省
と
経
済
産
業
省
、

大
型
ト
ラ
ッ
ク
Ｏ
Ｅ
Ｍ（
車
両
開
発
・
製
造
企
業
）各

社
は
共
同
で
、
新
東
名
高
速
道
路
等
に
お
い
て
、
初

め
て
と
な
る
後
続
有
人
隊
列
走
行
の
実
証
実
験
を
行

っ
た
。
こ
の
実
証
実
験
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
各
社
は
Ａ
Ｃ
Ｃ

＋
Ｌ
Ｋ
Ａ（
車
間
距
離
制
御
装
置
＋
車
線
維
持
支
援

制
御
装
置
）の
有
効
性
を
確
認
し
、
商
品
化
を
決
定

し
た
。
ま
た
、
２
０
１
９
年
４
月
に
は
日
本
と
し
て

ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
シ
ス
テ
ム
の
国
際
標
準
化
を
提

案
し
、
２
０
２
２
年
９
月
、
国
際
標
準
化
機
構（
Ｉ

Ｓ
Ｏ
）か
ら
国
際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
４
２
７
２（T

ruck

い
す
ゞ
自
動
車
執
行
役
員
開
発
部
門
Ｖ
Ｐ
技
術
渉
外
担
当

佐さとう
藤
浩ひろし
至

幹
線
輸
送
の
効
率
化
に
向
け
て

─
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
、
隊
列
走
行
、
自
動
運
転
の
取
り
組
み

（注1）ISO4272：Intelligent transport systems ─ Truck platooning systems ─ Functional and
operational requirements
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特集 シン・物流時代─物流の成長産業化に向けて
platooning

system
s

（
注
１
））が

発
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に

２
０
２
１
年
２
月
に
は
、
新
東
名
高
速
道
路
の
一
部

区
間
に
お
い
て
、後
続
無
人（
た
だ
し
、助
手
席
に
保

安
要
員
が
乗
車
）で
の
隊
列
走
行
を
実
現
し
て
い
る
。

大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
自
動
運
転

自
動
運
転
に
は
、
レ
ベ
ル
０
か
ら
レ
ベ
ル
５
ま
で
の

５
段
階
の
定
義
が
あ
る
。
大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
は
、
特
定

の
条
件
下
で
ド
ラ
イ
バ
ー
が
介
入
せ
ず
に
自
動
運
転
が

可
能
な
レ
ベ
ル
４
の
自
動
運
転
を
目
指
し
て
い
る
。
ま

た
、
運
行
管
理
も
同
時
に
行
う
こ
と
で
、
稼
働
率
や

輸
送
効
率
の
向
上
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
の
解
消
に
資
す

る
ほ
か
、
渋
滞
の
減
少
に
よ
り
燃
料
消
費
量
や
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
減
少
す
る
点
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
に
よ
る

事
故
が
減
少
す
る
こ
と
な
ど
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
レ
ベ
ル
４
の
自
動
運
転
で
は
、
こ
れ
ま
で

ド
ラ
イ
バ
ー
が
行
っ
て
い
た
運
転
に
関
わ
る
「
認

知
」「
判
断
」「
操
作
」
を
、
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
の

も
と
で
車
両
が
行
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
安
全
性
評

価
が
重
要
に
な
る
と
い
っ

た
課
題
も
あ
る
。

特
に
、
国
際
的
な
規

格
・
標
準
を
ど
の
よ
う
に

策
定
し
て
い
く
か
が
カ
ギ

で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、

日
本
は
、
自
動
運
転
シ
ス

テ
ム
の
「
シ
ナ
リ
オ
に
基

づ
く
安
全
性
評
価
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
」
の
国
際
標
準

化
を
提
案
し
、
２
０
２
２

年
11
月
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
３
４
５

０
２（T

est
scenarios

f or
autom

ated
driving

system
s

（
注
２
））が
発
行
さ
れ

た
。
前
出
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
４
２
７
２
と
合
わ
せ
、
こ
の
分

野
で
は
日
本
が
国
際
的
な
ル
ー
ル
作
り
を
リ
ー
ド
し

て
い
る
が
、
実
証
実
験
や
社
会
実
装
に
関
し
て
は
、

こ
れ
か
ら
取
り
組
み
を
拡
大
し
て
い
く
段
階
に
あ
る
。

２
０
２
３
年
４
月
の
改
正
道
路
交
通
法
で
は
、
特

定
の
条
件
の
も
と
で
遠
隔
監
視
の
み
の
レ
ベ
ル
４
の

自
動
運
転
が
解
禁
さ
れ
、
福
井
県
永
平
寺
町
で
、
レ

ベ
ル
４
無
人
自
動
運
転
移
動
サ
ー
ビ
ス
が
国
内
で
初

め
て
認
可
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
に

お
い
て
レ
ベ
ル
４
の
実
用
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が

始
ま
っ
た
。
経
済
産
業
省
と
大
型
ト
ラ
ッ
ク
Ｏ
Ｅ
Ｍ

各
社
は
、
２
０
２
４
年
後
半
に
マ
ル
チ
ブ
ラ
ン
ド
協

調
走
行
実
証
を
新
東
名
高
速
道
路
の
駿
河
湾
沼
津
Ｓ

Ａ
～
浜
松
Ｓ
Ａ
間（
約
１
１
７
㌖
）で
実
施
す
る
。
こ

の
実
証
実
験
で
は
、
車
両
の
自
律
走
行
に
加
え
、
大

型
ト
ラ
ッ
ク
が
安
全
に
走
行
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ

支
援
に
よ
る
自
車
・
他
車
合
流
や
先
読
み
情
報
の
対

応
の
機
能
確
認
を
行
う
な
ど
、
こ
れ
ま
で
よ
り
一
歩

進
ん
だ
実
証
実
験
を
行
う
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
自
動
運
転
の
実
現
に
あ
た
っ
て

は
、
車
両
開
発
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や

ル
ー
ル
の
策
定
、
自
動
運
転
車
両
の
安
全
性
や
責
任

の
所
在
な
ど
の
法
的
な
課
題
の
明
確
化
、
自
動
運
転

車
両
の
普
及
に
伴
う
社
会
受
容
性
の
確
保
等
も
必
要

に
な
る
。

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
、

ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
、

自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
の

社
会
実
装
に
向
け
て

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
、
ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
、

自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
─
こ
れ
ら
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
幹
線
輸
送
の
効
率
化
が
可
能
に
な
る（
図
表

参
照
）。

当
面
は
、
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
運
行
拡
大
や

隊
列
走
行
の
事
業
化
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
と
と

も
に
、
レ
ベ
ル
４
自
動
運
転
の
た
め
の
環
境
整
備
が

行
わ
れ
る
区
間
・
区
域
を
拡
大
し
、
実
証
実
験
を
重

ね
な
が
ら
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
ル
ー
ル
の
策
定
や
法
律

の
改
定
、
社
会
受
容
性
の
醸
成
等
に
取
り
組
み
、
レ

ベ
ル
４
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
の
社
会
実
装
に
向
け
て

前
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（注２）ISO34502：Road vehicles ─ Test scenarios for automated
driving systems ─ Scenario based safety evaluation framework

図表 大型トラックの幹線輸送における効率化車両の取り組み

車両

メリット ◎：大 〇：有

社会実装にむけて
（今後の見通し）

輸
送
効
率
向
上

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
解
消

環
境
負
荷
低
減

安
全
性
向
上

ダブル連結
トラック

◎ 〇 〇
長さによる制約や運転の難易度はあるもの
の、輸送効率は向上し、運行拡大が進む

隊列走行 ◎ 〇 〇 〇
実証実験や国際標準化により、技術の確立は
可能
事業化のめどが立てば、社会実装が進む

自動運転 ◎ ◎ 〇 〇

技術的・法的課題の解決、社会受容性の醸成
等が必要。実現には時間を要するが、環境整
備が進み、区間・区域を拡大し実証実験を重
ねることにより課題解決が進む
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